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音を対象としたノイズ除去、音源分離、その他音声音響処理分野。ヒアラブルデバイ

ス、音声通信、会議システム、発話支援システムなど。

応用分野  Application areas

信号処理を応用した低演算量のノイズ除去、音源分離、その他音声音響処理に関し

てご要望があれば、お問い合わせ下さい。

共同研究等へのニーズ  Need for joint research

安全で豊かな社会をつくる
音声音響処理システムの開発

キーワード 音声音響処理システム、信号処理、ハードウェア設計

研究テーマ  Research theme 

次世代聴覚拡張デバイ
スの

て実施しており、その一部は、ＦＰＧＡやＤＳＰへのハードウェア実装を行っています。
一方で、基礎理論を構築した段階の研究については、今後、集中的にハードウェア実
装していく予定です。これまでにハードウェア実装した研究、あるいは現在進行中の
研究としては、高速道路トンネル内のノイズ除去方式、距離計測に基づくハウリング
除去方式、ＦＭラジオのビートノイズ除去などがあります。また、聴覚に障害のある
子ども向けの「サ行」の発音支援アプリ「紗音（ｓａｎｏｎ）」は、各家庭への配布を
容易にするため、組込みハードウェアではなく、ノートパソコン上に実装できる形式で
実現しています。しかし、ＦＰＧＡへ実装すれば、高い時間分解能と優れたリアルタイ
ム性が得られることに加え、マイク音量の調整、発話難度の設定、環境ノイズへの個
別対応など、より多機能で細かい設定が可能となります。実際、現場の発音指導者か
ら、多種多様な要望を受けているので、新しい機能の開発に加え、専用機としてのＦ
ＰＧＡ実装も進めています。
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